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(57)【要約】
【課題】絶縁制限に配慮しながら、市販の貯蔵システム 
において電圧を増大させることができるエネルギー貯蔵 
システムを提供する。
【解決手段】本発明は、直列に接続されている複数の電 
気モジュールパック（１２）を含むエネルギー貯蔵シス 
テム（１０）であって、各電気モジュールパック（１２ 
）は正端子と負端子とを有し、各電気モジュールパック 
（１２）のこの端子における電圧は、パック（１２）の 
この正端子とこの負端子との間の電位差に等しく、シス 
テム（１０）の端子における電圧は、接続された電気モ 
ジュールパック（１２）の電圧の合計に等しく、各電気 
モジュールパック（１２）はフレーム（２０）により支 
持されており、各フレーム（２０）は基準電位に設定さ 
れている、エネルギー貯蔵システム（１０）において、
各フレーム（２０）のこの基準電位は、フレームにより 
支持されている電気モジュールパック（１２）の正端子 
電位と負端子電位との間の範囲に及ぶことを特徴とする 
、エネルギー貯蔵システム（１０）、に関する。
【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 直 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の 電 気 モ ジ ュ ー ル パ ッ ク （ １ ２ ） を 含 む エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 シ ス テ ム  
（ １ ０ ） で あ っ て 、 各 電 気 モ ジ ュ ー ル パ ッ ク （ １ ２ ） は 正 端 子 と 負 端 子 と を 有 し 、 各 電 気  
モ ジ ュ ー ル パ ッ ク （ １ ２ ） の 前 記 端 子 に お け る 電 圧 は 、 前 記 パ ッ ク （ １ ２ ） の 前 記 正 端 子  
と 前 記 負 端 子 と の 間 の 電 位 差 に 等 し く 、 前 記 シ ス テ ム （ １ ０ ） の 前 記 端 子 に お け る 電 圧 は  
、 接 続 さ れ た 電 気 モ ジ ュ ー ル パ ッ ク （ １ ２ ） の 電 圧 の 合 計 に 等 し く 、 各 電 気 モ ジ ュ ー ル パ  
ッ ク （ １ ２ ） は フ レ ー ム （ ２ ０ ） に よ り 支 持 さ れ て お り 、 各 フ レ ー ム （ ２ ０ ） は 基 準 電 位  
に 設 定 さ れ て お り 、 各 フ レ ー ム （ ２ ０ ） の 前 記 基 準 電 位 は 、 前 記 フ レ ー ム に よ り 支 持 さ れ  
て い る 前 記 電 気 モ ジ ュ ー ル パ ッ ク （ １ ２ ） の 正 端 子 電 位 と 負 端 子 電 位 と の 間 の 範 囲 に 及 ぶ  
こ と を 特 徴 と す る 、 エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 シ ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 各 電 気 モ ジ ュ ー ル は 電 池 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 各 電 気 モ ジ ュ ー ル は 電 解 装 置 モ ジ ュ ー ル ま た は 燃 料 電 池 モ ジ ュ ー ル で あ る 、 請 求 項 １ に  
記 載 の シ ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 一 方 で は 各 パ ッ ク （ １ ２ ） の 各 端 子 の 電 位 と 、 他 方 で は 前 記 パ ッ ク （ １ ２ ） を 支 持 す る  
前 記 フ レ ー ム の 電 位 と の 間 の 電 位 差 の 絶 対 値 は 、 ０ ボ ル ト ま た は 前 記 パ ッ ク （ １ ２ ） の 前  
記 端 子 に お け る 電 圧 に 等 し い 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム （ １ ０ ）  
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 フ レ ー ム （ ２ ０ ） の 少 な く と も １ つ の 前 記 基 準 電 位 は 接 地 電 位 と 異 な る 、 請 求 項 １  
か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 各 フ レ ー ム （ ２ ０ ） は 、 前 記 基 準 電 位 が 印 加 さ れ る 導 電 性 シ ー ル ド を 含 む 、 請 求 項 １ か  
ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 各 フ レ ー ム （ ２ ０ ） は 、 前 記 フ レ ー ム （ ２ ０ ） を 前 記 基 準 電 位 に 設 定 す る た め に 、 前 記  
基 準 電 位 に 相 当 す る 電 圧 が 印 加 さ れ る 追 加 端 子 を 含 む 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に  
記 載 の シ ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 各 フ レ ー ム （ ２ ０ ） は 、 前 記 フ レ ー ム （ ２ ０ ） を 前 記 基 準 電 位 に 設 定 す る た め に 、 対 応  
す る 電 気 モ ジ ュ ー ル パ ッ ク （ １ ２ ） の 正 極 ま た は 負 極 に 接 続 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ３  
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 複 数 の 電 気 モ ジ ュ ー ル パ ッ ク （ １ ２ ） を 封 入 す る ケ ー シ ン グ （ ４ ０ ） を 含 む 、 請 求  
項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ケ ー シ ン グ （ ４ ０ ） は プ ラ ス チ ッ ク で 作 製 さ れ て い る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の シ ス テ ム  
（ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ケ ー シ ン グ （ ４ ０ ） は 金 属 で あ り 、 接 地 さ れ て お り （ ４ ４ ） 、 前 記 ケ ー シ ン グ （ ４  
０ ） は 少 な く と も １ つ の 絶 縁 体 （ ４ ２ ） に よ り 各 フ レ ー ム （ ２ ０ ） に さ ら に 接 続 さ れ て い  
る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の シ ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 電 気 モ ジ ュ ー ル パ ッ ク （ １ ２ ） の 前 記 端 子 に お け る 電 圧 は 同 一 で あ る 、 請 求 項 １ か  
ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 シ ス テ ム （ １ ０ ） の 前 記 端 子 に お け る 電 圧 は １ ５ ０ ０ ボ ル ト よ り も 厳 密 に 高 い 、 請  
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求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 市 販 の エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 シ ス テ ム は 、 大 抵 、 電 池 パ ッ ク を 形 成 す る よ う に 直 列 に 接 続 さ れ  
た 複 数 の 電 池 を 含 む 低 電 圧 シ ス テ ム で あ る 。 エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 シ ス テ ム の 端 子 電 圧 は 、 こ の  
シ ス テ ム の 正 端 子 と 負 端 子 と の 間 の 電 位 差 で あ る 。 特 に 、 図 １ は 、 約 １ ５ ０ ０ ボ ル ト （ Ｖ  
） の 最 大 電 圧 を 供 給 す る 低 電 圧 エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 シ ス テ ム の 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の よ う な シ ス テ ム 内 の 電 池 パ ッ ク は 、 接 地 （ 接 地 基 準 ま た は ０ ボ ル ト 基 準 と も 呼 ば れ  
る ） に 接 続 さ れ て い る フ レ ー ム に よ り 支 持 さ れ て い る 。 絶 縁 要 件 を 満 た す た め に 、 一 方 で  
は 正 端 子 と 接 地 と の 間 の 、 他 方 で は 負 端 子 と 接 地 と の 間 の 電 圧 は 、 シ ス テ ム の 絶 縁 電 圧 よ  
り も は る か に 低 く な け れ ば な ら な い 。 こ の 絶 縁 電 圧 は 、 通 常 、 最 大 電 圧 の ２ 倍 プ ラ ス １ ０  
０ ０ Ｖ と し て １ 分 間 の ｒ ｍ ｓ （ Ｒ Ｍ Ｓ － １ 分 ） で 定 義 さ れ る 。 図 １ の 場 合 、 絶 縁 電 圧 は ４  
０ ０ ０ ボ ル ト で あ る の で 、 正 端 子 と 接 地 と の 間 の 電 圧 は ＋ ７ ５ ０ ボ ル ト で あ り 、 負 端 子 と  
接 地 と の 間 の 電 圧 は － ７ ５ ０ ボ ル ト で あ る 。 し た が っ て 、 端 子 の 一 方 に 短 絡 が 存 在 す る 場  
合 に も 、 他 方 の 端 子 と 接 地 と の 間 の 電 圧 の 絶 対 値 は 最 大 １ ５ ０ ０ ボ ル ト で あ り 、 ４ ０ ０ ０  
ボ ル ト の 絶 縁 電 圧 よ り も は る か に 低 い ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 目 的 が そ の よ う な エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 シ ス テ ム の 電 圧 を 増 大 さ せ る （ シ ス テ ム の 正 端 子 と 負  
端 子 と の 間 の 電 圧 を 増 大 さ せ る ） こ と で あ る 場 合 、 複 数 の 貯 蔵 シ ス テ ム を 直 列 に す な わ ち  
複 数 の 電 池 パ ッ ク を 直 列 に 接 続 す る こ と は 当 然 で あ る 。 そ の よ う な 構 造 は 図 ２ に 示 さ れ て  
お り 、 図 １ の １ つ に 相 当 す る ２ つ の 電 池 パ ッ ク は 直 列 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の シ ス テ ム に  
関 し て 達 成 し た 最 大 電 圧 は ３ ０ ０ ０ ボ ル ト で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ れ に も 関 わ ら ず 、 通 常 動 作 に お い て 、 各 シ ス テ ム 端 子 と 接 地 と の 間 の 電 圧 は 最 大 電 圧  
、 図 ２ の 構 造 で は １ ５ ０ ０ ボ ル ト に 達 す る 。 ま た 、 端 子 の 一 方 に お け る 短 絡 の 存 在 に お い  
て 、 他 方 の 端 子 と 接 地 と の 間 の 電 圧 の 絶 対 値 は 最 大 電 圧 、 図 ２ に 関 し て ３ ０ ０ ０ ボ ル ト に  
達 し 、 し た が っ て 、 単 一 パ ッ ク シ ス テ ム に 関 し て 絶 縁 が 策 定 さ れ た 電 圧 を 超 過 す る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し た が っ て 、 絶 縁 制 限 に 配 慮 し な が ら 、 市 販 の 貯 蔵 シ ス テ ム に お い て 電 圧 を 増 大 さ せ る  
こ と が で き る エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 シ ス テ ム が 必 要 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 目 的 の た め に 、 本 明 細 書 は 、 直 列 に 接 続 さ れ て い る 複 数 の 電 気 モ ジ ュ ー ル パ ッ ク を  
含 む エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 シ ス テ ム で あ っ て 、 各 電 気 モ ジ ュ ー ル パ ッ ク は 正 端 子 と 負 端 子 と を 有  
し 、 各 電 気 モ ジ ュ ー ル パ ッ ク の 端 子 に お け る 電 圧 は パ ッ ク の 正 端 子 と 負 端 子 と の 間 の 電 位  
差 に 等 し く 、 シ ス テ ム の 端 子 電 圧 は 、 接 続 さ れ た 電 気 モ ジ ュ ー ル パ ッ ク の 電 圧 の 合 計 に 等  
し く 、 各 電 池 パ ッ ク は フ レ ー ム に よ り 支 持 さ れ て お り 、 各 フ レ ー ム は 基 準 電 位 に 設 定 さ れ  
て お り 、 各 フ レ ー ム の こ の 基 準 電 位 は 、 フ レ ー ム に よ り 支 持 さ れ て い る 電 気 モ ジ ュ ー ル パ  
ッ ク の 正 端 子 の 電 位 と 負 端 子 の 電 位 と の 間 の 範 囲 に 及 ぶ 、 エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 シ ス テ ム 、 に 関  
す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 定 の 実 施 形 態 で は 、 シ ス テ ム は 、 単 独 で ま た は 任 意 の 技 術 的 に 可 能 な 組 合 せ で 、 次 の  
特 徴 ：
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　 － 各 電 気 モ ジ ュ ー ル は 電 池 で あ り 、
　 － 各 電 気 モ ジ ュ ー ル は 電 解 装 置 モ ジ ュ ー ル ま た は 燃 料 電 池 モ ジ ュ ー ル で あ り 、
　 － 一 方 で は 各 パ ッ ク の 各 端 子 の 電 位 と 他 方 で は パ ッ ク を 支 持 す る フ レ ー ム の 電 位 と の 間  
の 電 位 差 の 絶 対 値 は 、 ０ ボ ル ト ま た は パ ッ ク の 端 子 電 圧 に 等 し く 、
　 － フ レ ー ム の 少 な く と も １ つ の 基 準 電 位 は 接 地 電 位 と 異 な り 、
　 － 各 フ レ ー ム は 、 基 準 電 位 が 印 加 さ れ る 導 電 性 シ ー ル ド を 含 み 、
　 － 各 フ レ ー ム は 、 フ レ ー ム を 基 準 電 位 に 設 定 す る た め に 、 基 準 電 位 に 相 当 す る 電 圧 が 印  
加 さ れ る 追 加 端 子 を 含 み 、
　 － 各 フ レ ー ム は 、 フ レ ー ム を 基 準 電 位 に 設 定 す る た め に 、 対 応 す る 電 気 モ ジ ュ ー ル パ ッ  
ク の 正 極 ま た は 負 極 に 接 続 さ れ て お り 、
　 － シ ス テ ム は 、 複 数 の 電 気 モ ジ ュ ー ル パ ッ ク を 封 入 す る ケ ー シ ン グ を 含 み 、
　 － ケ ー シ ン グ は プ ラ ス チ ッ ク で 作 製 さ れ て お り 、
　 － ケ ー シ ン グ は 金 属 で あ り 、 接 地 さ れ て お り 、 こ の ケ ー シ ン グ は 、 少 な く と も １ つ の 絶  
縁 体 に よ り 、 各 フ レ ー ム に さ ら に 接 続 さ れ て お り 、
　 － 電 気 モ ジ ュ ー ル パ ッ ク の 端 子 に お け る 電 圧 は 等 し く 、 例 え ば １ ５ ０ ０ ボ ル ト に 等 し く  
、
　 － シ ス テ ム の 端 子 に お け る 電 圧 は １ ５ ０ ０ ボ ル ト よ り も 厳 密 に 高 く 、 好 ま し く は ３ ０ ０  
０ ボ ル ト 以 上 で あ る
の １ つ ま た は 複 数 を 含 む 。 本 発 明 の 他 の 特 徴 お よ び 利 点 が 、 図 面 を 参 照 し て 、 単 に 例 と し  
て 与 え ら れ て い る 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 次 の 説 明 か ら 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 電 池 パ ッ ク に よ り 形 成 さ れ て い る 先 行 技 術 の エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 シ ス テ ム の 例 の 概 略  
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の ２ つ の 電 池 パ ッ ク を 接 続 す る こ と に よ り 電 圧 の 増 大 を 実 施 す る エ ネ ル ギ ー  
貯 蔵 シ ス テ ム の 例 の 概 略 図 で あ り 、 そ の よ う な シ ス テ ム に 関 連 す る 問 題 が 本 明 細 書 の 導 入  
部 分 に 記 載 さ れ て い る 、 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 明 細 書 の 導 入 部 分 に 概 要 が 述 べ ら れ て い る 問 題 を 解 決 す る エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 シ ス  
テ ム の 例 の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 明 細 書 の 導 入 部 分 に 概 要 が 述 べ ら れ て い る 問 題 を 解 決 す る エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 シ ス  
テ ム の 別 の 例 の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 明 細 書 の 導 入 部 分 に 概 要 が 述 べ ら れ て い る 問 題 を 解 決 す る エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 シ ス  
テ ム の さ ら に 別 の 例 の 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 絶 縁 制 限 を 満 た し な が ら 、 導 入 部 分 に 記 載 さ れ て い る 市 販 の 貯 蔵 シ ス テ ム を 凌 い で 電 圧  
増 大 を 達 成 す る エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 シ ス テ ム １ ０ が 、 下 記 に 記 載 さ れ て い る 。 図 ３ か ら 図 ５ ま  
で は そ の よ う な シ ス テ ム １ ０ の 例 で あ り 、 本 明 細 書 に お い て 適 時 詳 細 に 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 特 に 、 シ ス テ ム １ ０ は 、 太 陽 光 発 電 所 な ど の 、 エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 動 作 を 実 施 す る 設 備 内 へ  
組 み 込 ま れ る こ と が 意 図 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 シ ス テ ム １ ０ は 、 直 列 に 接 続 さ れ た 多 く の 電 池 パ ッ ク １ ２ を 含 む 。 こ の 接 続 は 、 通 常 、  
１ つ の パ ッ ク １ ２ の 正 端 子 を 別 の パ ッ ク １ ２ の 負 端 子 と 結 合 す る こ と に よ り 成 さ れ 、 パ ッ  
ク １ ２ の 数 に 応 じ て 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 複 数 の 電 池 パ ッ ク １ ２ が 、 少 な く と も ２ つ の 電 池 パ ッ ク １ ２ が 直 列 に 接 続 さ れ て い る こ  
と を 意 味 す る と 理 解 さ れ る 。 図 ３ か ら 図 ５ ま で の 例 で は 、 ４ つ の 電 池 パ ッ ク １ ２ が 直 列 に  
接 続 さ れ て い る 。 直 列 に 接 続 さ れ て い る 電 池 パ ッ ク １ ２ の 数 は ４ つ に 限 定 さ れ ず 、 達 成 さ  
れ る べ き 最 終 的 な 電 圧 に 応 じ て 、 ４ つ よ り も 多 い か ま た は 少 な い 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 各 電 池 パ ッ ク １ ２ は 、 通 常 、 標 準 的 な 市 販 の 電 池 パ ッ ク な ど の 低 電 圧 電 池 パ ッ ク で あ る  
。 例 え ば 、 そ の よ う な 電 池 パ ッ ク の 最 大 端 子 電 圧 は １ ５ ０ ０ ボ ル ト 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 各 電 池 パ ッ ク １ ２ は 、 直 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の 電 池 １ ４ （ 図 を 過 剰 し な い よ う に 、 図 ３  
か ら 図 ５ ま で に お い て 電 池 パ ッ ク １ ２ の う ち の １ つ に の み 示 さ れ て い る ） で 構 成 さ れ て い  
る 。 電 池 は 、 例 え ば リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 各 電 池 パ ッ ク １ ２ は 正 端 子 と 負 端 子 と を 有 し 、 貯 蔵 シ ス テ ム １ ０ の 正 の 中 間 端 子 １ ６ と  
負 の 中 間 端 子 １ ８ を そ れ ぞ れ 形 成 し て い る 。 各 電 池 パ ッ ク １ ２ の 端 子 電 圧 は パ ッ ク １ ２ の  
正 端 子 と 負 端 子 と の 間 の 電 位 差 に 等 し い 。 図 ３ か ら 図 ５ ま で の 例 で は 、 各 パ ッ ク １ ２ の 端  
子 電 圧 は １ ５ ０ ０ ボ ル ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 電 池 パ ッ ク １ ２ は 、 通 常 、 接 続 順 に 互 い に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 接 続 順 の 第 １ の 電 池 パ  
ッ ク １ ２ の 負 端 子 は シ ス テ ム １ ０ の 負 端 子 で あ る 。 接 続 順 の 最 後 の 電 池 パ ッ ク １ ２ の 正 端  
子 は シ ス テ ム １ ０ の 正 端 子 で あ る 。 し た が っ て 、 貯 蔵 シ ス テ ム １ ０ の 端 子 電 圧 は 、 接 続 さ  
れ た 電 池 パ ッ ク １ ２ の 電 圧 の 合 計 に 等 し い 。 し た が っ て 、 シ ス テ ム １ ０ の 端 子 電 圧 は 、 通  
常 、 １ ５ ０ ０ ボ ル ト よ り も 真 に 高 く 、 好 ま し く は ３ ０ ０ ０ ボ ル ト 以 上 に 等 し い 。 図 ３ か ら  
図 ５ ま で の 例 で は 、 ４ つ の １ ５ ０ ０ ボ ル ト の 電 池 パ ッ ク １ ２ は 直 列 に 接 続 さ れ て お り 、 し  
た が っ て シ ス テ ム １ ０ の 電 圧 は ６ ０ ０ ０ ボ ル ト で あ る 。 接 続 は 、 図 の 最 下 電 池 パ ッ ク １ ２  
か ら 図 の 最 高 電 池 パ ッ ク １ ２ ま で 作 製 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 各 電 池 パ ッ ク １ ２ は 、 支 持 体 ま た は ラ ッ ク と も 呼 ば れ る フ レ ー ム ２ ０ に よ り 支 持 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 各 フ レ ー ム ２ ０ は 基 準 電 位 に 設 定 さ れ る 。 各 フ レ ー ム ２ ０ の 基 準 電 位 は 、 対 応 す る 電 池  
パ ッ ク １ ２ の 正 端 子 の 電 位 と 負 端 子 の 電 位 と の 間 の 範 囲 に 及 ぶ 。 し た が っ て 、 フ レ ー ム ２  
０ の 電 位 の 設 定 は 、 例 え ば 、 フ レ ー ム ２ ０ を 、 電 池 パ ッ ク １ ２ 内 に 含 有 さ れ る 電 池 の １ つ  
に 接 続 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 各 フ レ ー ム ２ ０ の 基 準 電 位 は 、 対 応 す る 電 池 パ ッ ク １ ２ の 正 端 子  
ま た は 負 端 子 の 電 位 に 等 し い 。 こ の こ と は 、 貯 蔵 シ ス テ ム １ ０ の 設 計 を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し た が っ て 、 好 適 な 方 法 で は 、 通 常 の 動 作 （ す な わ ち 、 短 絡 が な い 状 態 ） に お い て 、 一  
方 で は 基 準 電 位 に 等 し い 各 パ ッ ク １ ２ の 端 子 の 電 位 と 、 他 方 で は 対 応 す る 基 準 電 位 と の 間  
の 電 位 差 （ 電 圧 ） は ゼ ロ で あ る 。 さ ら に 、 各 パ ッ ク １ ２ の 他 方 の 端 子 の 電 位 と 基 準 電 位 と  
の 間 の 電 位 差 の 絶 対 値 は パ ッ ク １ ２ の 電 圧 に 等 し い 。 し た が っ て 、 シ ス テ ム １ ０ の 端 子 の  
一 方 に お け る 短 絡 の 存 在 に お い て も 、 パ ッ ク １ ２ の 他 方 の 端 子 と 基 準 電 位 と の 間 の 電 圧 の  
絶 対 値 は 、 最 大 で パ ッ ク １ ２ の 電 圧 に 等 し く 、 そ れ は 絶 縁 電 圧 に 一 致 し た ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ か ら 図 ５ ま で の 例 で は 、 各 フ レ ー ム ２ ０ の 基 準 電 位 は 、 フ レ ー ム ２ ０ に よ り 支 持 さ  
れ て い る パ ッ ク １ ２ の 正 端 子 の 電 位 、 す な わ ち 第 １ の フ レ ー ム ２ ０ で は １ ５ ０ ０ Ｖ 、 第 ２  
の フ レ ー ム ２ ０ で は ３ ０ ０ ０ Ｖ 、 第 ３ の フ レ ー ム ２ ０ で は ４ ５ ０ ０ Ｖ 、 第 ４ の フ レ ー ム ２  
０ で は ６ ０ ０ ０ Ｖ に 等 し い 。 し た が っ て 、 各 パ ッ ク １ ２ の 正 端 子 と 対 応 す る 基 準 電 位 と の  
間 の 電 位 差 は ０ Ｖ に 等 し い 。 各 パ ッ ク の １ ２ の 負 端 子 と 対 応 す る 基 準 電 位 と の 間 の 電 位 差  
は － １ ５ ０ ０ Ｖ に 等 し い （ １ ５ ０ ０ Ｖ は パ ッ ク 電 圧 で あ る ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ ら の 例 で は 、 各 フ レ ー ム ２ ０ の 基 準 電 位 が 、 対 応 す る パ ッ ク １ ２ の 負 端 子 の 基 準 電  
位 で あ っ た 場 合 、 各 パ ッ ク １ ２ の 正 端 子 と 対 応 す る 基 準 電 位 と の 間 の 電 位 差 は ＋ １ ５ ０ ０  
Ｖ に 等 し い と 考 え ら れ る こ と に 留 意 さ れ た い 。 各 パ ッ ク １ ２ の 負 端 子 と 対 応 す る 基 準 電 位  
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と の 間 の 電 位 差 は ０ Ｖ で あ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 般 に 、 シ ス テ ム １ ０ は 、 直 列 に 接 続 さ れ て い る 少 な く と も ２ つ の 電 池 パ ッ ク １ ２ を 含  
む の で 、 パ ッ ク １ ２ の 一 方 の フ レ ー ム ２ ０ は 、 接 地 電 位 （ す な わ ち 、 ０ Ｖ 電 位 ） と 異 な る  
基 準 電 位 に 設 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 フ レ ー ム ２ ０ の 基 準 電 位 は 、 パ ッ ク １ ２ が 接 続 さ れ  
る と 増 大 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 各 フ レ ー ム ２ ０ は 、 基 準 電 位 が 印 加 さ れ る 導 電 性 シ ー ル ド を 含 む こ と が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 各 フ レ ー ム ２ ０ は 、 フ レ ー ム ２ ０ を 基 準 電 位 に 設 定 す る た め に 、 基 準  
電 位 に 対 応 す る 電 圧 が 印 加 さ れ る 追 加 端 子 を 含 む 。 例 え ば 、 追 加 端 子 は フ レ ー ム ２ ０ か ら  
突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 各 フ レ ー ム ２ ０ は 、 こ の フ レ ー ム ２ ０ を 基 準 電 位 に 設 定 す る た め に  
、 対 応 す る 電 池 パ ッ ク １ ２ の 正 極 ま た は 陰 極 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 接 続 は 、 例 え ば 、 金  
属 編 組 な ど の 電 位 設 定 コ ネ ク タ ３ ０ に よ り 成 さ れ る 。 そ の よ う な 接 続 は 図 ３ か ら 図 ５ ま で  
に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 随 意 に 、 シ ス テ ム １ ０ は 、 複 数 の 電 池 パ ッ ク １ ２ を 封 入 す る ケ ー シ ン グ ４ ０ を 含 む 。 こ  
の ケ ー シ ン グ ４ ０ は 電 池 パ ッ ク １ ２ を 保 護 す る の に 適 し て お り 、 シ ス テ ム １ ０ に 裸 充 電 部  
を 設 け な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ の 例 で は 、 ケ ー シ ン グ ４ ０ は プ ラ ス チ ッ ク で 作 製 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ の 例 で は 、 ケ ー シ ン グ ４ ０ は 金 属 で あ り 、 少 な く と も １ つ の 絶 縁 体 ４ ２ に よ り 、 各  
フ レ ー ム ２ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の ケ ー シ ン グ ４ ０ は 、 こ の 場 合 、 接 地 ４ ４ に 接 続 さ れ  
て い る 。 絶 縁 体 は 、 絶 縁 材 で 作 製 さ れ て い る 電 気 工 学 構 成 要 素 で あ る 。 金 属 ケ ー シ ン グ は  
プ ラ ス チ ッ ク ケ ー ス よ り も 耐 久 性 が あ る と い う 利 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ で 、 シ ス テ ム １ ０ の 設 計 の 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 最 初 に 、 複 数 の （ 少 な く と も ２ つ の ） 電 池 パ ッ ク １ ２ が 接 続 さ れ る た め に 得 ら れ 、 各 パ  
ッ ク １ ２ は フ レ ー ム ２ ０ に よ り 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 パ ッ ク １ ２ の う ち の １ つ が 、 接 続 用 の 第 １ の パ ッ ク と し て 選 ば れ る 。 第 １ の パ ッ ク １ ２  
の フ レ ー ム ２ ０ の 基 準 電 位 は 、 次 い で 、 第 １ の パ ッ ク １ ２ の 正 端 子 の 電 位 と 負 端 子 の 電 位  
と の 間 の 範 囲 に 及 ぶ 電 位 に 設 定 さ れ る 。 第 １ の パ ッ ク １ ２ の フ レ ー ム ２ ０ の 基 準 電 位 は 第  
１ の パ ッ ク １ ２ の 正 端 子 の 電 位 ま た は 負 端 子 の 電 位 に 等 し い こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 第 ２ の パ ッ ク １ ２ が 、 例 え ば こ の 第 ２ の パ ッ ク １ ２ の 負 端 子 を 第 １ の パ ッ ク １ ２  
の 正 端 子 に 接 続 す る こ と に よ り 、 第 １ の パ ッ ク １ ２ に 接 続 さ れ る 。 第 ２ の パ ッ ク １ ２ の フ  
レ ー ム ２ ０ の 基 準 電 位 は 、 次 い で 、 第 ２ の パ ッ ク １ ２ の 正 端 子 の 電 位 と 負 端 子 の 電 位 と の  
間 の 範 囲 に 及 ぶ 電 位 に 設 定 さ れ る 。 第 ２ の パ ッ ク １ ２ の フ レ ー ム ２ ０ の 基 準 電 位 は 正 端 子  
の 電 位 ま た は 第 ２ の パ ッ ク １ ２ の 負 端 子 の 電 位 に 等 し い こ と が 好 ま し い 。 こ れ は 、 次 い で  
、 接 続 さ れ る 各 さ ら な る パ ッ ク １ ２ に 関 し て 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に し て 、 エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 シ ス テ ム １ ０ は 、 絶 縁 制 限 に 配 慮 し な が ら 、 し か し 増  
強 さ れ た 絶 縁 を 導 入 す る こ と な く 、 市 販 の も の な ど の 低 電 圧 貯 蔵 シ ス テ ム か ら の 電 圧 増 大  
が 達 成 さ れ る こ と を 可 能 に す る 。 実 際 に 、 絶 縁 体 は 各 電 池 パ ッ ク の フ レ ー ム ２ ０ に よ り 支  
持 さ れ る 。 特 に 、 対 応 す る パ ッ ク に 従 っ て フ レ ー ム ２ ０ の 電 位 を （ 正 端 子 の 電 位 と 負 端 子  
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の 電 位 と の 間 に 広 義 で 含 ま れ る 電 位 に ） 固 定 す る こ と に よ り 、 短 絡 の 場 合 に も 、 絶 縁 電 圧  
を 超 過 さ せ な い こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 そ の よ う な シ ス テ ム １ ０ は 正 の 同 相 電 位 を 排 除 す る 。 メ ン テ ナ ン ス も 容 易 に な る  
（ 接 地 ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 技 術 的 に 互 換 性 が あ れ ば 、 前 述 さ れ て い る 実 施 形 態 お よ び 変 形 形 態 は 組 み 合 わ さ れ て 、  
新 し い 実 施 形 態 を 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る こ と が 、 当 業 者 に は 明 ら か で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ３ か ら 図 ５ ま で の 例 で は 、 電 池 パ ッ ク １ ２ の 端 子 電 圧 は 同 一 で あ る （ １ ５ ０ ０ ボ ル ト  
に 等 し い ） こ と に 留 意 さ れ た い 。 し か し 、 例 え ば 約 ５ ０ ０ Ｖ の 最 大 電 圧 を 有 す る 電 池 パ ッ  
ク １ ２ へ の 約 １ ５ ０ ０ Ｖ の 最 大 電 圧 を 有 す る 電 池 パ ッ ク １ ２ の 接 続 の た め に 、 本 発 明 は 異  
な る 電 圧 の 電 池 パ ッ ク １ ２ の 場 合 に も 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 電 池 パ ッ ク を 例 と し て 使 用 し て 説 明 さ れ て い る こ と を 強 調 し て お く 。  
し か し 、 本 発 明 の 原 理 は 全 種 類 の 電 気 モ ジ ュ ー ル に 、 特 に 電 解 装 置 モ ジ ュ ー ル ま た は 燃 料  
電 池 モ ジ ュ ー ル に も 適 用 さ れ る 。 実 際 に 、 電 解 装 置 ま た は 燃 料 電 池 な ど の 電 気 化 学 反 応 器  
の 場 合 に は 、 多 数 の 構 成 要 素 が 安 全 問 題 ま た は 絶 縁 問 題 を 生 じ る 可 能 性 が あ り 、 提 案 さ れ  
た 貯 蔵 シ ス テ ム は 解 決 す る こ と を 可 能 に す る 。 し た が っ て 、 本 明 細 書 は 、 「 電 池 」 と い う  
用 語 を 「 電 気 モ ジ ュ ー ル 」 、 よ り 詳 細 に は 「 電 解 装 置 モ ジ ュ ー ル 」 ま た は 「 燃 料 電 池 モ ジ  
ュ ー ル 」 と い う 用 語 に 交 換 す る こ と に よ っ て 読 む こ と が 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 　 １ ０   エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 シ ス テ ム
　 　 １ ２   電 池 パ ッ ク
　 　 １ ４   電 池
　 　 １ ６   正 の 中 間 端 子
　 　 １ ８   負 の 中 間 端 子
　 　 ２ ０   フ レ ー ム
　 　 ３ ０   電 位 設 定 コ ネ ク タ
　 　 ４ ０   ケ ー シ ン グ
　 　 ４ ２   絶 縁 体
　 　 ４ ４   接 地 、 接 地 す る
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 外 国 語 明 細 書 】
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